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論文 内 容 の要旨
本研究において街た在インドール骸C-21.立原子の化学的同位体標識法が確立された。この方法は
次の 3段階の反応から構成されている。第一段階は 3位置換インドール矧のN-ホル ミルアンスラニロ
イル化合物へのオ/ン般化による変換， 第二段階は後者のシア ノ化物イオ ンによる 2ー アミノ ー3ー ヒ
ドロキ シー 3H-イノドール誘導体への変換， さらに第三段階は，この 3Hー イノドール誘導体の水素
化ホウ索ナトリウムによる還元反応で，これにより生じた 3ー ヒドロキ ンイ/ドリ ンは般性条件で脱










































立脚して反応条件を合理的に確立した O さらに，その条件下で， 62位トリプトファン残基のC-2位炭
素だけが13Cにより標識されたリゾチームを調製し， 13C核磁気共鳴によりこの残基の局所環境や挙
動を検討した O その結果この酵素の活性部位では，触媒部位と基質結合部位 (62位トリプトファン残
基)との協同作用が触媒機能の発現に重要で、あることを明確にしたO これは単にリゾチームだけでな
????
く，酵素の機能発現機構を理解する上できわめて重要な知見である O
以上，研究目的に合致した方法論の樹立とそれを用いて得た酵素の触媒機能についての知見を記述
する本論文は，理学博士の学位論文として十分価値あると認める O
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